
引用と変形

他
者
の
言
葉
を
引
用
し
た
り
、
そ
れ
に
言
及
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
も
と
の
言
葉
は
変
形
さ
れ
る
。
引
用
さ
れ
る
言
葉
に

（-）

は
引
用
者
に
よ
る
な
ん
ら
か
の
負
荷
が
必
ず
加
わ
る
。
本
稿
は
、
八
世
紀

の
諸
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
引
用
に
よ
る
変
形
は
ど
の
よ
う

な
表
現
価
値
・
効
果
を
も
っ
た
の
か
、
ま
た
、
引
用
に
よ
る
変
形
に
は
ど

の
よ
う
な
力
学
が
働
い
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
考
察
す
る
。

そ
の
際
、
本
稿
で
は
、
引
用
さ
れ
る
前
の
形
と
引
用
さ
れ
た
後
の
形
が

両
方
と
も
書
か
れ
て
い
る
例
、
つ
ま
り
、
テ
キ
ス
ト
の
比
較
に
よ
っ
て
「
変

形
」
が
確
実
に
観
察
で
き
る
例
を
優
先
し
て
検
討
す
る
。
そ
の
次
に
は
、

引
用
前
の
形
が
わ
か
ら
な
い
例
、
す
な
わ
ち
大
部
分
の
会
話
引
用
や
心
内

語
引
用
な
ど
に
つ
い
て
類
推
的
に
検
討
す
る
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
が
考
え
ら

れ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
そ
こ
ま
で
は
至
れ
な
い
。
（２）

本
稿
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
「
〈
型
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
で
あ
る
。

こ
の
課
題
に
は
以
下
の
よ
う
に
二
つ
の
観
点
（
〈
型
〉
と
い
う
タ
ー
ム
の

使
い
回
し
）
に
よ
っ
て
考
え
る
こ
と
で
応
え
た
い
。

第
一
の
観
点
。
引
用
は
、
そ
も
そ
も
一
定
の
引
用
形
式
と
い
う
〈
型
〉

引
用
と
変
形

序
特
集
・
〈
型
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
ー
古
代
文
学
の
普
遍
と
固
有
Ｉに

よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
漢
文
な
ら
「
日
：
．
」
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
り
、
和

文
な
ら
「
：
．
と
」
で
受
け
た
り
な
ど
の
形
式
で
あ
る
。
そ
の
〈
型
〉
が
あ

る
こ
と
で
、
引
用
さ
れ
る
言
葉
（
引
用
前
の
言
葉
。
見
え
る
場
合
と
見
え

な
い
場
合
が
あ
る
）
と
引
用
さ
れ
た
言
葉
（
引
用
後
の
言
葉
）
の
等
価
性

が
保
証
さ
れ
る
。
変
形
は
そ
の
〈
型
〉
に
支
え
ら
れ
て
現
象
す
る
。
も
し

そ
の
変
形
が
表
現
価
値
を
も
つ
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
「
〈
型
〉
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
の
観
点
。
和
歌
な
ど
の
定
型
表
現
の
〈
型
〉
の
中
に
言
葉
が
引
用

さ
れ
る
こ
と
で
生
じ
る
変
形
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
〈
型
〉
は
ど
の

程
度
の
強
度
を
も
つ
か
と
い
う
問
題
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
と
え

ば
、
和
歌
の
〈
型
〉
の
強
度
が
日
常
語
の
〈
型
〉
の
強
度
を
凌
駕
す
る
、

な
ど
と
い
う
問
題
）
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
〈
型
〉
と
〈
型
〉
の
強

度
の
競
合
と
い
う
現
象
も
観
察
で
き
る
（
た
と
え
ば
、
宣
命
の
〈
型
〉
の

強
度
と
和
歌
の
〈
型
〉
の
強
度
の
競
合
な
ど
）
。
こ
れ
ら
も
「
〈
型
〉
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
の
問
題
系
と
言
え
よ
う
。

第
一
の
観
点
の
〈
型
〉
（
言
語
の
も
つ
引
用
と
い
う
形
式
）
と
第
二
の

観
点
の
〈
型
〉
（
特
定
の
ジ
ャ
ン
ル
の
言
語
の
表
現
形
式
）
は
、
後
者
に

前
者
が
持
ち
込
ま
れ
る
（
た
と
え
ば
、
和
歌
の
中
に
会
話
や
心
内
語
が
引

津
田
博
幸

-７１-
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「
古
事
記
」
上
巻
、
い
わ
ゆ
る
海
神
宮
訪
問
謹
で
、
海
神
宮
で
三
年
過

ご
し
た
ホ
オ
リ
が
嘆
く
の
を
妻
ト
ョ
タ
マ
姫
が
聞
い
て
海
神
（
父
神
）
に

報告する。
故
、
至
三
年
、
住
其
国
。
於
是
、
火
遠
理
命
、
思
其
初
事
而
、
大
一
歎
。

故
、
豊
玉
毘
売
命
聞
其
歎
以
、
白
其
父
言
「
三
年
錐
住
、
恒
無
歎
。

今
夜
為
対
引
釧
。
謝
禄
側
副
」
。

そ
れ
を
聞
い
た
海
神
は
自
ら
ホ
オ
リ
に
問
う
。

故
、
其
父
大
神
、
問
其
聟
夫
日
「
今
旦
、
聞
我
女
之
語
、
云
『
三
年
雛
坐
、

恒
無
歎
。
今
夜
為
対
塑
・
謝
旬
副
剴
。
亦
、
到
此
間
之
由
、
奈
何
」
。

海
神
の
言
葉
の
中
に
、
娘
が
自
分
に
語
っ
た
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
逐
一
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
二
箇
所
（
傍
線
部
）
の
変
形

を
含
ん
で
い
る
。

第
一
の
変
形
「
住
」
↓
「
坐
」
の
「
坐
」
字
は
、
『
古
事
記
」
で
は
「
い

ら
っ
し
ゃ
る
」
の
意
の
敬
語
を
表
記
す
る
機
能
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ホ
オ
リ
が
い
な
い
場
で
、
ト
ョ
タ
マ
姫
は
敬
語
を
用
い
ず
表

現
し
て
い
た
が
、
海
神
が
ホ
オ
リ
に
対
面
し
て
問
う
場
で
は
引
用
者
で
あ

る
海
神
が
敬
語
に
変
形
さ
せ
て
い
る
。
海
神
の
ホ
オ
リ
ヘ
の
気
遣
い
（
社

会
的
マ
ナ
ー
）
が
変
形
を
生
じ
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
そ

用
さ
れ
る
）
こ
と
で
生
ま
れ
る
表
現
価
値
と
い
っ
た
問
題
に
お
い
て
つ
な

が
る
と
予
想
さ
れ
る
。

な
お
、
紙
幅
の
都
合
で
本
稿
全
体
が
一
つ
の
序
説
に
し
か
な
り
え
な
い

こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
十
分
展
開
で
き
な

か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

う
い
う
気
遣
い
が
こ
の
対
話
の
場
で
現
に
発
動
し
て
い
る
こ
と
を
こ
の
文

字
面
は
表
現
し
て
い
る
。

第
二
の
変
形
「
大
一
歎
」
↓
「
大
歎
」
は
、
「
こ
と
い
う
デ
ィ
テ
ィ
ー

ル
の
省
略
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ホ
オ
リ
の
嘆
息
を
直
接
聞
い
た
ト
ョ
タ
マ

姫
と
間
接
的
に
聞
い
た
海
神
と
の
体
験
の
迫
真
性
の
違
い
を
表
現
し
て
い

卜李宅『ノＯも
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
波
線
部
「
若
有
由
哉
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
ひ

と
ま
ず
海
神
の
言
葉
と
見
て
、
『
』
の
外
に
出
し
て
置
い
た
が
、
明
ら

か
に
ト
ョ
タ
マ
姫
の
言
葉
の
末
尾
の
「
若
有
何
由
」
の
変
形
で
あ
る
。
末

尾
の
二
字
「
何
由
」
を
「
由
哉
」
に
変
え
る
こ
と
で
、
当
人
の
い
な
い
所

で
理
由
を
推
測
す
る
言
葉
が
当
人
に
対
面
し
て
直
接
理
由
を
問
う
言
葉
に

変
形
さ
れ
て
い
る
。
変
形
後
の
末
尾
の
「
哉
」
は
直
接
問
い
か
け
る
感
じ

を
表
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
海
神
の
言
葉
の
全
体
は
「
問
：
・
日
」

と
し
て
引
用
さ
れ
、
全
体
が
ホ
オ
リ
ヘ
の
問
い
か
け
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

娘
ト
ョ
タ
マ
姫
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
る
の
だ
が
、
娘
の
言
葉
の
引
用
の
最

後
が
い
わ
ば
境
目
な
し
に
海
神
の
ホ
オ
リ
ヘ
の
直
接
の
問
い
か
け
に
移
行

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
直
後
に
「
亦
」
が
置
か
れ
、
並
列

す
る
形
で
第
二
の
問
い
「
到
此
間
之
由
、
奈
何
」
が
続
き
、
そ
こ
で
は
も

は
や
す
っ
か
り
海
神
の
言
葉
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
意
味
で
、
「
若

有
由
哉
」
の
四
字
に
は
父
娘
両
者
の
声
が
重
な
っ
て
い
る
（
二
声
表
現
）

（３）

と
の
読
み
取
り
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
い
は
一
人

の
問
い
で
は
な
く
、
父
娘
の
、
心
を
合
わ
せ
た
問
い
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ

れる。この
よ
う
に
、
引
用
さ
れ
た
ト
ョ
タ
マ
姫
の
言
葉
に
施
さ
れ
た
計
三
箇

所
の
変
形
か
ら
、
読
者
は
、
表
現
と
し
て
の
い
ろ
い
ろ
な
価
値
を
、
言
い

-７２-



引用と変形

換
え
れ
ば
言
葉
の
信
号
的
・
辞
書
的
意
味
以
上
の
〈
意
味
〉
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
「
聞
我
女
之
語
、
云
」
と
く
型
〉
通
り
に
引
用
さ
れ

て
い
る
以
上
、
「
三
年
雛
住
、
恒
無
歎
。
今
夜
為
大
一
歎
。
（
若
有
何
由
）
」

と
「
三
年
雛
坐
、
恒
無
歎
。
今
夜
為
大
歎
。
（
若
有
由
哉
）
」
は
話
者
に
と
つ

、

、

、

、

て
も
読
者
に
と
っ
て
も
同
じ
言
葉
な
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、

、

、

同
じ
で
あ
る
ゆ
え
に
変
形
が
意
識
さ
れ
、
右
に
見
た
よ
う
な
〈
意
味
〉
が
、

い
わ
ば
に
じ
み
出
る
の
で
あ
る
。

『
古
事
記
」
の
よ
う
な
漢
字
文
（
漢
字
を
用
い
て
中
国
語
以
外
の
言
語

を
書
記
し
た
文
章
）
で
は
な
く
、
正
格
漢
文
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
右
に

見
た
の
と
同
じ
場
面
の
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
・
第
十
段
一
書
第
一
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
変
形
の
例
が
見
え
る
。

も
し

是
後
、
火
火
出
見
尊
、
数
有
歎
息
。
豊
玉
姫
問
日
「
天
孫
、
豈
欲
『
還

胡
郷
」
歎
」
。
対
日
「
然
」
。
豊
玉
姫
、
即
白
父
神
日
「
在
此
貴
客
、

こ
こ
ろ
に

意
望
欲
『
還
上
国
芒
。

二
重
カ
ギ
括
弧
部
分
は
二
つ
と
も
、
ト
ョ
タ
マ
姫
の
言
葉
に
よ
っ
て

述
べ
ら
れ
た
ホ
ホ
デ
ミ
の
心
内
語
で
あ
る
。
ト
ョ
タ
マ
姫
が
推
測
し
て
こ

う
言
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
も
引
用
の
一
種
で
あ
る
（
現
代
の
訓
読

法
な
ら
、
二
：
。
』
と
欲
す
」
と
訓
読
さ
れ
る
格
関
係
に
あ
る
）
。
こ
の
二

箇
所
の
言
葉
の
趣
旨
は
同
じ
で
あ
る
（
ホ
ホ
デ
ミ
が
も
と
い
た
場
所
に
帰

る
）
。
し
か
し
、
初
め
の
「
故
郷
」
は
、
も
う
一
度
引
用
さ
れ
る
際
、
「
上
国
」

に
変
え
ら
れ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
両
者
は
同
じ
場
所
を
指
し
て
い
る
）
。

初
め
の
「
故
郷
」
は
ト
ョ
タ
マ
姫
が
ホ
ホ
デ
ミ
の
立
場
に
成
り
代
わ
っ

て
表
現
し
た
呼
称
と
言
っ
て
よ
い
。
ホ
ホ
デ
ミ
の
面
前
で
ホ
ホ
デ
ミ
の
心

に
寄
り
添
お
う
と
い
う
ト
ョ
タ
マ
姫
の
気
遣
い
を
感
じ
さ
せ
る
。
一
方
の
、

父
神
に
向
け
て
引
用
さ
れ
る
際
の
「
上
国
」
は
、
海
中
の
住
人
で
あ
る
父

神
（
と
ト
ョ
タ
マ
姫
自
身
）
の
立
場
に
即
し
た
呼
称
で
あ
る
。
と
い
う
わ

け
で
、
全
体
と
し
て
、
こ
の
変
形
は
ト
ョ
タ
マ
姫
の
対
話
相
手
へ
の
気
遣

い
を
表
現
し
て
い
る
と
解
せ
る
。
そ
の
気
遣
い
が
（
引
用
さ
れ
た
）
ホ
ホ

デ
ミ
の
心
内
語
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
比
嚥
的
に
「
二
声
化
し

て
い
る
」
と
評
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
変
形
は
漢
文
流
の
避
板
法
と
解
せ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
右

に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
表
現
価
値
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
漢

字
文
同
様
、
正
格
漢
文
で
も
、
引
用
と
変
形
に
よ
る
〈
意
味
〉
の
表
現
は

な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
引
用
さ
れ
る
言
葉
の
強
度
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

『
古
事
記
』
中
巻
・
景
行
天
皇
記
の
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
西
征
の
段
を
例
に

と
る
。
天
皇
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
次
の
よ
う
に
命
ず
る
。

於
是
、
天
皇
、
慢
其
御
子
之
建
荒
之
情
而
、
詔
之
「
西
方
有
熊
曽
建

二
人
。
是
不
伏
元
礼
人
等
。
故
、
刷
割
剰
刈
顎
」
而
遣
。

こ
れ
を
受
け
て
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
西
征
に
赴
き
、
ク
マ
ソ
タ
ヶ
ル
を
追

い
詰
め
る
。
そ
の
場
面
で
、
両
者
の
問
答
が
あ
り
、
右
の
天
皇
の
言
葉
が

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
。

（
ク
マ
ソ
タ
ケ
ル
が
）
白
言
「
汝
命
者
誰
」
。
爾
、
詔
「
吾
者
坐
纒
向

之
日
代
宮
所
知
大
八
島
国
大
帯
日
子
槻
斯
呂
和
気
天
皇
之
御
子
、
名

お

れ

倭
男
具
那
王
者
也
。
意
礼
熊
曽
建
二
人
、
不
伏
無
礼
聞
看
而
、
『
刷

淵割杣』詔而遣」。

み
こ
と

天
皇
の
「
命
」
を
受
け
て
西
征
を
行
う
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
折
口
信
夫

-

■■■■■■
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の
タ
ー
ム
で
言
う
と
こ
ろ
の
天
皇
の
〈
み
こ
と
も
ち
〉
で
あ
る
。
〈
み
こ

と
も
ち
〉
と
は
、
言
葉
の
呪
力
へ
の
古
代
的
信
仰
の
一
形
態
と
し
て
折
口

が
考
え
た
仮
説
で
、
神
や
天
皇
の
呪
力
あ
る
言
葉
を
預
け
ら
れ
、
自
ら
の

心
の
内
に
保
持
し
、
そ
れ
を
人
に
述
べ
る
者
は
、
当
の
神
や
天
皇
と
同
じ

（４）

資
格
を
持
つ
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
右
の
場
面
は
、

そ
の
〈
み
こ
と
も
ち
〉
が
ま
さ
に
天
皇
の
〈
み
こ
と
〉
を
宣
り
下
す
と
こ

ろ
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
こ
で
ヤ
マ
ト
タ
ヶ
ル
は
天
皇
の
〈
み
こ
と
〉
で
あ
る
「
取
其
人
等
」

を
「
取
殺
意
礼
」
と
変
形
し
て
引
用
し
て
い
る
。
「
取
」
と
い
う
腕
曲
な

言
い
方
に
「
殺
」
を
添
え
て
ず
ば
り
と
表
現
し
、
「
其
人
等
」
と
い
う
三

お

れ

人
称
を
、
罵
倒
や
蔑
み
の
気
持
ち
を
込
め
た
二
人
称
「
意
礼
」
に
変
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
変
形
さ
れ
た
四
字
か
ら
は
、
天
皇
の
声
の
上
に
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
の
粗
暴
な
声
が
大
き
く
覆
い
被
さ
っ
た
二
声
が
聞
き
と
れ
よ

、『ノＯこ
れ
が
、
折
口
の
言
う
よ
う
な
信
仰
上
の
言
葉
の
聖
性
を
冒
す
も
の
な

の
か
ど
う
か
、
即
断
は
で
き
な
い
が
、
〈
み
こ
と
も
ち
〉
と
し
て
謹
み
深

い
態
度
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

世
俗
法
上
は
ど
う
だ
ろ
う
。
『
養
老
律
』
の
職
制
律
に
は
、
天
皇
の
〈
み

こ
と
〉
の
書
記
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
詔
書
の
伝
達
を
正
確
・
迅
速
な
ら
し
め

る
た
め
の
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
故
意
に
詔
書
の

趣
旨
を
変
え
て
施
行
し
た
場
合
に
は
懲
役
二
年
、
過
失
で
詔
書
の
趣
旨
を

取
り
違
え
た
（
「
失
其
旨
」
）
場
合
に
は
尻
に
答
打
ち
を
八
○
回
、
詔
書
作

成
過
程
で
天
皇
の
言
葉
を
忘
れ
た
り
聞
き
誤
っ
た
り
写
し
誤
っ
た
り
し
た

が
趣
旨
は
不
明
に
な
っ
て
い
な
い
（
「
未
失
詔
書
之
旨
」
）
場
合
に
は
答
打

ち
を
三
○
回
、
な
ど
と
あ
る
（
第
二
二
～
二
三
条
）
。
つ
ま
り
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
に
よ
る
変
形
は
「
未
失
詔
書
之
旨
」
の
範
囲
内
に
は
収
ま
っ
て
い

る
が
、
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
評
価
に
よ
っ
て
は
答
打

ち
三
○
回
相
当
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
聖
俗
両
面
か
ら
評
価
し

て
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
天
皇
の
〈
み
こ
と
も
ち
〉
と
し
て
は
際
ど
い
こ
と

を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
父
・
景
行
天
皇
が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
恐
れ
、
西
征
に
追
い

ね
ぎ
さ
と
せ

や
っ
た
原
因
は
、
兄
を
「
泥
疑
教
覚
」
と
い
う
天
皇
の
〈
み
こ
と
〉
を
、

つ
か
み
う
ち

、

、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
「
待
捕
描
批
而
、
引
閾
其
枝
、
裏
薦
投
棄
」
と
言
い

、

、

、

換
え
た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
古
事
記
』
で
は
初
め
か
ら
、
ヤ
マ
ト

タ
ケ
ル
の
暴
力
性
は
天
皇
の
〈
み
こ
と
〉
の
強
度
を
凌
駕
し
変
形
さ
せ
る

も
の
と
し
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、
何
よ
り
も
言
葉
の
暴
力
と
し
て
表
現
さ

れ
て
い
る
。
右
の
変
形
も
そ
れ
と
響
き
合
う
表
現
と
し
て
価
値
を
帯
び
て

い
る
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
強
度
を
も
っ
た
言
葉
の
変
形
に
は
危
険
が

伴
う
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
そ
の
危
険
に
自
ら
呑
み
込
ま
れ
、
身
を
滅
ぼ
し

（５）

た
と
も
言
え
よ
う
。

『
古
事
記
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
で
は
、
ス
サ
ノ
オ
に
つ
い
て
も
同

様
な
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ス
サ
ノ
オ
は
父
イ
ザ
ナ
キ
の

〈
み
こ
と
〉
に
従
わ
ず
に
泣
き
続
け
る
子
だ
っ
た
。
結
局
、
彼
は
父
か
ら
「
汝

者
不
可
住
此
国
」
と
宣
告
さ
れ
て
追
放
さ
れ
る
。
そ
の
父
の
最
後
の
〈
み

こ
と
〉
を
、
ス
サ
ノ
オ
は
姉
ア
マ
テ
ラ
ス
に
向
か
っ
て
は
、
「
汝
者
不
可

在
此
国
」
と
、
「
住
」
を
「
在
」
に
変
え
て
引
用
す
る
の
で
あ
る
。
「
不
可
住
」

で
も
「
不
可
在
」
で
も
趣
旨
は
同
じ
だ
が
、
「
在
」
は
「
住
」
よ
り
外
延

の
広
い
語
で
あ
る
だ
け
に
、
よ
り
き
つ
い
禁
止
の
言
葉
と
な
る
。
こ
れ
は

ス
サ
ノ
オ
の
被
害
意
識
の
表
現
と
解
せ
よ
う
。
ス
サ
ノ
オ
と
は
こ
の
よ
う

に
父
の
〈
み
こ
と
〉
を
ゆ
が
め
て
受
け
と
め
て
し
ま
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
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あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
彼
の
暴
力
性
と
は
あ
な
が
ち
無
関
係
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
そ
う
い
う
こ
と
を
読
者
は
こ
の
一
文
字
の
変
形
か
ら
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

右
に
関
連
し
て
、
和
歌
に
お
い
て
天
皇
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
る
場
合

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
「
万
葉
集
』
巻
三
の
天
皇
と
志
斐
嘔
の
問
答

（
二
三
六
・
二
三
七
番
）
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

天
皇
賜
志
斐
嘔
御
歌
一
首

「
不
聴
」
跡
難
云
強
流
志
斐
能
我
劉
謁
比
者
不
聞
而
朕
恋
示
家
里

（
「
召
引
到
司
引
目
強
ふ
る
志
斐
の
が
劉
酬
調
刎
こ
の
こ
ろ
聞
か
ず

て
朕
恋
ひ
に
け
り
）

志
斐
嘔
奉
和
歌
一
首
〔
嘔
名
未
詳
〕

「
不
聰
」
雛
謂
「
話
礼
語
礼
」
常
詔
許
曽
志
斐
伊
波
奏
「
強
話
」
登

一三口（
「
召
引
川
コ
ョ
Ｎ
ｕ
「
語
れ
語
れ
」
と
詔
ら
せ
こ
そ
志
斐
い
は
奏
せ

「
掴
酬
調
刎
」
と
言
ふ
）

志
斐
嘔
歌
は
天
皇
の
歌
の
初
句
を
そ
の
ま
ま
鶏
鵡
返
し
に
引
用
し
て
応

じ
て
い
る
。
読
者
は
最
初
、
嘔
歌
に
天
皇
の
言
葉
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
嘔
歌
で
は
、
「
否
」
と
言
う
主
体

が
天
皇
か
ら
娠
に
転
じ
ら
れ
、
「
否
」
の
内
容
も
変
え
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
天
皇
の
歌
で
は
「
天
皇
が
嘔
に
『
語
る
な
』
と
言
う
」
の
意
で
あ
っ

た
の
が
、
「
躯
が
天
皇
に
『
語
り
ま
せ
ん
』
と
言
う
」
の
意
に
変
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
第
二
句
以
降
を
読
む
と
わ
か
る
。

巧
み
な
切
り
返
し
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
巧
み
さ
の
鍵
は
初
句
が
天

一一一

、

、

皇
の
歌
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
読
者
が

だ
ま
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
転
換
の
お
も
し
ろ
さ
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
テ

キ
ス
ト
の
読
者
と
言
わ
ず
、
ま
さ
に
こ
の
歌
が
天
皇
に
向
け
て
返
歌
と
し

て
詠
ま
れ
た
現
場
を
想
定
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。

主
体
と
内
容
の
変
換
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
引
用
に
よ
る
変
形
の
一
種
で
あ

る
。
嘔
歌
の
「
否
と
言
へ
ど
」
に
は
天
皇
の
声
と
躯
の
声
が
時
間
差
を
置

い
て
重
な
る
、
そ
う
い
う
二
声
表
現
だ
、
と
も
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
嘔
歌
の
「
否
と
言
へ
ど
」
は
、
天
皇
に
対
し
て
「
否
」
と

ま
を

言
う
の
だ
か
ら
、
日
常
言
語
の
秩
序
な
ら
「
否
と
奏
せ
（
ど
こ
と
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
天

皇
の
言
葉
の
鶏
鵡
返
し
の
引
用
と
し
て
の
形
が
崩
れ
て
し
ま
い
、
聞
き

手
・
読
み
手
を
だ
ま
せ
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
技
巧
の
肝
心
要
の
仕
掛
け

が
消
え
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
右
と
同
様
に
初
句
か
ら
鶏
鵡
返

し
で
応
じ
た
例
と
し
て
「
万
葉
集
』
巻
二
の
二
五
一
三
・
二
五
一
四
番

（６）

の
問
答
歌
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
の
問
答
法
は
類
型

と
し
て
の
強
度
を
も
っ
て
も
い
た
の
だ
ろ
う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
技
巧
性

や
和
歌
と
し
て
の
類
型
へ
の
従
属
の
方
が
日
常
の
言
葉
遣
い
の
ル
ー
ル
よ

り
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
の
〈
型
〉
の
強
度
が
後
者
の
そ
れ

を
上
回
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

嘔
歌
で
は
末
句
に
も
天
皇
の
言
葉
「
強
話
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
強

話
登
言
」
は
「
天
皇
が
（
嘔
の
語
り
を
）
『
強
ひ
話
り
」
だ
と
言
う
」
の

意
だ
か
ら
、
末
尾
の
「
言
」
は
日
常
語
な
ら
、
敬
語
「
詔
ら
す
」
を
使
う

べ
き
だ
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
天
皇
の
言
葉
「
強
ひ
話
り
」

を
引
用
し
つ
つ
定
型
の
音
数
（
単
独
母
音
を
含
め
八
音
）
の
中
に
収
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
天
皇
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
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引
用
し
つ
つ
「
そ
れ
は
意
味
が
違
う
」
と
切
り
返
す
と
こ
ろ
に
こ
の
歌
の

眼
目
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
眼
目
と
和
歌
の
定
型
に
収
め
る
こ
と
の
方
が

敬
語
の
ル
ー
ル
よ
り
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
例
、
大
伴
家
持
の
「
賀
陸
奥
国
出
金
詔
書
歌
」
（
「
万
葉
集
』
巻

一
八
・
四
○
九
四
番
）
で
考
え
て
み
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
歌
は
、

「
続
日
本
紀
」
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
四
月
一
日
条
に
載
る
聖
武
天

皇
の
宣
命
（
第
一
三
詔
）
の
言
葉
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
紙
幅
の
都
合

で
網
羅
的
検
討
は
で
き
な
い
が
、
両
者
の
一
部
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
比

較
す
る
注
目
箇
所
に
符
号
と
傍
線
を
付
し
て
示
す
。

【聖武天皇宣命】

在自」等念召波…

【大伴家持歌】

…
吾
大
王
乃
帥
君
副
用
劃
剴
川
倒
剖
劉
謂
幽
劉
鯏
則
営
詞
乎
波
自
米

多
麻
比
弓
㈲
「
刎
潤
梱
可
判
副
詞
白
刺
州
詞
副
詞
引
割
剤
倒
閣
淵
割
引

… 劃刻劃鋼囲捌倒刎「習畷㈱

有
」
等
麻
宇
之
多
麻
敞
礼

奉佐枳熾奉利、又天皇御霊噌恵賜比撫賜夫事依昼顕自示給夫物

奉利、㈹衆人乎伊謝蟹宮仕奉心波、雨

念豆仕奉間永、衆人波『不成選登疑、

在永、三宝乃勝神枳大御言験乎蒙利、

．：聞食食国乃伺「東方陸奥国乃小田郡永金出在」止奏員進刈

が
た
に
は

此遠所念波、ヨ種種法中”仏大御言之国家護我多仁波勝在』止

い
ま
せ

つ
く
り

聞
召
、
『
食
国
天
下
乃
諸
国
が
最
勝
王
経
乎
坐
、
盧
舍
那
仏
化
奉
』
止

為
尋
天
坐
神
地
坐
神
乎
祈
祷
奉
、
桂
畏
遠
我
皇
天
皇
御
世
始
豆
拝
仕

ｌ

御
心
乎
安
吉
良
米
多
麻
比
倒
「
天
地

東
国
乃
美
知
能
久
乃
小
田
在
山
永

『禍息豆善成、危変亘全垂蜂』

倒天坐神地坐神乃相宇豆嶬

朕波㈲「金少牟』止念憂細 等

傍
線
部
に
即
し
て
分
析
し
て
み
る
。

例
家
持
歌
は
宣
命
の
言
葉
を
ほ
ぼ
な
ぞ
っ
て
い
る
が
、
五
七
調
に
整
え
、

直
前
に
枕
詞
「
鶏
が
鳴
く
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

㈹
宣
命
で
傍
線
部
の
前
後
に
あ
る
天
皇
の
意
図
と
行
為
、
国
家
護
持
の

た
め
に
最
勝
王
経
を
諸
国
に
配
り
盧
舍
那
仏
を
建
立
し
、
「
禍
」
を
「
善

と
成
」
す
を
、
た
だ
一
言
「
善
き
こ
と
」
と
ま
と
め
、
仏
教
関
係
の

語
句
・
思
想
は
す
べ
て
切
り
捨
て
て
い
る
。

㈲
趣
旨
は
同
じ
だ
が
、
家
持
歌
は
、
「
少
な
け
む
」
を
「
確
け
く
あ
ら

む
」
、
「
憂
へ
」
を
「
下
悩
ま
す
」
と
、
表
現
を
変
え
て
い
る
。
両
方

と
も
直
接
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
事
態
を
言
い
表
す
言
葉
を
、
よ
り
ソ
フ

ト
な
言
葉
に
置
き
換
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

あ
や

㈲
宣
命
で
は
黄
金
出
現
の
奇
瑞
の
原
因
の
筆
頭
に
「
三
宝
の
勝
れ
て
神

し
き
大
御
言
の
験
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
家
持
歌
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
、

波
線
部
（
二
箇
所
）
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
㈹
と
同
趣
の
変
形
で
あ
る
。

天
皇
の
言
葉
を
こ
の
よ
う
に
変
形
す
る
こ
と
が
和
歌
で
は
可
能
だ
っ

た
、
と
い
う
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
注
目
し
た
い
。
家
持
は
自
ら
を
〈
み
こ

ら１

１田ぴじ、ほしめして
ひ
す
め
ろ
き
の
御
霊
助
け
て
遠
き
代
に
刈
か
か
り
し
ご
凹
む
哩
姻
が

篝

…

｜が鳴くⅢ
胤
制
割
引
利
御
心
を
明
ら
め
た
ま
ひ

物龍員等可窒当州我良渕判鯛副詞割引：．

（我が大君の㈱調刈荊副詞例刺剥酬謝計。ａを始めたまひ

…

…

て
㈲
「
金
か
も
確
け
く
あ
ら
む
」
と
思
ほ
し
て
下
悩
ま
す
に

(ｱ）
東
の
国
の
陸
奥
の
小
田
な
る
山
に
黄
金
あ
り
」
と
申

司

剰
-７６-
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（７）

と
も
ち
〉
と
し
て
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
家
持
が
こ
う

い
う
変
形
を
無
造
作
に
で
き
た
は
ず
は
な
か
ろ
う
。
引
用
先
が
和
歌
で
あ

る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
宣
命
の
強
度
に
勝
る
和
歌
の
強
度
が
変
形
を

可
能
に
し
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
聖
武
天
皇
が
「
三
宝
の
奴
」
（
同
日
の
第
一
二
詔
）
と
自
称
す

る
ほ
ど
帰
依
し
た
仏
教
の
思
想
・
語
彙
が
き
れ
い
に
削
ら
れ
る
形
で
天
皇

の
言
葉
が
変
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
㈱
で
、
黄
金
出
現
を

「
遠
き
代
」
の
再
現
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
は
、
家
持
が
歴
史
的
事
実
と

、

、

、

、

、

、

し
て
何
か
を
想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
表
現
の
上
で
仏
教
伝
来
以
前

の
日
本
と
の
連
続
性
を
確
認
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
は
、
詔

書
を
賀
す
る
歌
で
あ
り
つ
つ
、
結
局
、
詔
書
を
批
判
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
よ
い
。
お
そ
ら
く
、
〈
型
〉
と
し
て
の
和
歌
の
強
度
が
そ
の
よ
う
な
批

判
を
可
能
に
し
た
の
だ
と
予
想
さ
れ
る
。

注
（
１
）
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
ヲ

八
九
年
、
未
来
社
）
。

（
４
）
折
口
信
夫
「
神
道
に
現
れ
た
民
族
論
理
」
（
『
折
口
信
夫
全
集
』
第

三
巻
、
一
九
九
五
年
、
中
央
公
論
社
）
。

（
５
）
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
死
の
原
因
と
な
っ
た
イ
ブ
キ
ノ
山
で
の
「
言
挙
」

の
ま
ち
が
い
も
、
彼
の
制
御
さ
れ
な
い
言
葉
の
問
題
と
し
て
一
括
り

（
２
）
本
稿
は
古
代
文
学
会
の
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
（
総
テ
ー
マ
「
〈
型
〉
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
ー
古
代
文
学
の
普
遍
と
固
有
ｌ
」
）
に
お
け
る
口
頭

報
告
（
二
○
一
○
年
八
月
）
の
一
部
を
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
二
声
表
現
に
つ
い
て
は
、
バ
フ
チ
ン
前
掲
書
（
注
１
）
、
お
よ
び
、

三
谷
邦
明
『
源
氏
物
語
の
言
説
」
（
二
○
○
二
年
、
翰
林
書
房
）
に

詳
し
い
。

バ
フ
チ
ン
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
言
語
哲
学
」
（
一
九

に
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
言
葉
に
つ
い
て
の

考
察
は
、
稲
生
知
子
ヨ
古
事
記
』
に
と
っ
て
の
「
倭
建
」
命
」
（
古

代
文
学
会
二
○
一
○
年
三
月
例
会
で
の
口
頭
発
表
）
に
示
唆
を
受
け

た。

（
６
）
詞
椥
１
州
動
刺
雲
雨
零
耶
君
将
留
（
喝
副
捌
刎
Ｊ
剴
引
ｕ
ｕ
刈
馴

し
さ
し
曇
り
雨
も
降
ら
ぬ
か
君
を
留
め
む
）

雷
神
小
動
錐
不
零
吾
将
留
妹
留
者
（
鳴
る
神
の
し
ま
し
と
よ

も
し
降
ら
ず
と
も
我
は
留
ま
ら
む
妹
し
留
め
ば
）
。

（
７
）
『
万
葉
集
」
巻
一
七
・
四
○
○
六
番
に
「
須
売
呂
伎
能
乎
須
久
永

奈
礼
婆
謝
謝
劃
剛
知
多
知
和
可
礼
奈
婆
」
（
天
皇
の
食
す
国
な
れ

ば
制
樹
引
立
ち
別
れ
な
ば
）
と
あ
り
、
池
主
と
の
別
れ
の
悲
哀
を
「
天

皇
の
御
言
を
持
っ
て
い
る
」
と
の
自
負
に
よ
り
超
克
す
る
こ
と
が
詠

ま
れ
て
い
る
。

-７７-


